
さとやま・さとうみの故郷 ―輪島
高齢化が進行する中で震災・豪雨の被害を受けたこのまちに、安全安心な暮らしと、
再び生まれる豊かなコミュニティを育む「さともりの建築」を提案する。
斜めカットした CLTパネルで構成される「ブランチコラム」によって、
木立のような立姿の建築が現れ、そこには小さな居場所がいくつも生まれる。
周辺の街とつながるみち、多世代をつなぐみち、いくつもの居場所をつなぐみち―
木立のような「さともりの建築」は、枝葉が木漏れ日を落とすように、
ここに住まう高齢者や地域の子供たち・人々が交歓する居場所―「こもれみち」をつくる。
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斜めカットしたCLTパネル同士を結合した「ブランチコラム」
が人々の交流の場を拡張する。「ブランチコラム」をまばら
に配置することで x,y方向の応力をバランスよく負担すると
ともに、木立のような立面を形成する。その特徴的な形状は、
構造体に様々な使い方ができる居場所を生み出す。

【ブランチコラムによる交流空間の拡張】

金物による乾式工法
⇒現場組立施工可能。

［ブランチコラム］ ［県産材の活用］［家型フレーム］

①能登ヒバ生産地

②CLT生産・加工工場

③敷地

家型フレームのCLT最大寸法：
W1.5ｍ,H9ｍのため、一般的な
トラック等の荷台に積載できる
CLT最大寸法 (W2.5ｍ,H9ｍ)以下
で加工し効率的に搬送できる。
ブランチコラムは板材のまま現場
に搬送する。

CLTパネル切断での
無駄を出さない形状。

・能登ヒバ
⇒高い耐久性と
耐湿性、抗菌、
防虫、消臭効果。
・漆 (輪島塗 )
⇒防水材として
使用。
地元名産品を用
いることで愛着
を生む。

漆
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［搬送の効率化］

CLT生産と県産材の活用 -立地を活かした製造サイクル -
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輪島市立輪島中学校
(小学校の仮学童施設として教室を利用中)

Site
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40~65歳 高齢化率
生産年齢人口割合

(出典 )2000~2020年：総務省「国勢調査」
　　　 2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所
           「日本の地域別将来推計人口（平成 30(2018)年推計）」
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15
20近隣の商業施設

にて朝市営業中。

仮設住宅に期限付
で移り住む。

中学校の空き教室で
学童教室を実施中。

敷地 -石川県輪島市河井町 -

敷地：石川県輪島市河井町 15部 13-17(現在はシルバー人材センターが建つ。）
　　　輪島市は石川県内で高齢化率が特に高い地域のひとつ。
周辺 :　  重蔵神社 (年に一度の輪島大祭の拠点のひとつ。)
　　　　仮設住宅 (震災後、海沿いに多く建設された。入居期間 2年の制限あり。)
　　　　輪島朝市 (日本三大朝市のひとつ。震災で大きな被害を受け、近隣の商業
　　　　　　　　　施設で営業を続けている他、全国で出張朝市を行っている。)
　　　　河井小学校 (震災で学童が被災し、離れた中学校の空き教室を仮使用。)

【被災後の地域住民同士のコミュニティの喪失と公営住宅の供給】
震災・豪雨により、元の家での生活が難しくなった人たちは、建設型応急仮設住宅
や賃貸型応急仮設住宅（みなし仮設住宅 )に原則 2年の期限付きで入居する。
2年の期限が過ぎた後は、公営住宅等で新たな生活を始める人もいるが、地元を離れる
人も多いため、震災前の地域コミュニティは失われてしまう。

-仮設住宅以後の公営住宅に代わる選択肢として、多世代にわたる交流やコミュニティの再興を育む建築を提案する -

-周囲のまちなみに合わせた家型のなかに、みちを引き込む・みちでつながる　「ブランチコラム」で拡がる交流の場 -

①仮設住宅の後の住宅供給及びコミュニティの再興
②共同住宅を超えて、多世代にわたる交流を育む場の創出
③災害の経験を踏まえ、高齢者を含めた住民が安心・安全に暮らせる建築
⇒高齢化の進む地方都市において、いきいきとした暮らしを提案する。

公営住宅：仮設住宅の期限が過ぎた後に供給される最低限の機能を持った住宅。
⇒新たなコミュニティが形成されにくい。
元の居住地を離れるだけでなく、各種サービスをそれぞれ外部に求める必要があり、
独立してサービスが提供されるため、高齢者と地域住民の繋がりが乏しい。

【提案の建築】【従来】

①家型の外側に庇を設け、住民や地域の人たち、子供たちとの交流を育む場とする。
②建物内にみちを通し、敷地内外を繋げるとともに、神社の参道を引き込む。
③災害・防犯対策として、住戸フロアは 2階以上に配置する。

・片廊下型
・効率的な住宅供給
・最低限の機能

【提案の建築】従来の
公営住宅【 【
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［パントリー］
防災用備蓄倉庫として
飲料水・非常食を保管。

［シェアキッチン小上がり］
災害時には、
食料供給スペースとなる。
小上がりの下部には、
飲料水・非常食を保管。

［設備置場］
2 階に配置し浸水を防ぐ。
太陽光パネル・蓄電池を設け、
災害時一時避難場所に非常用
電源を供給する。

［ラウンジ］
通常時：居住者専用ラウンジ
災害時：地域住民の為の一時避難場所

常時の水撥ねと建物内への
軽度の浸水から保護するため、
外周部に 500㎜の立上りを設ける。

ブランチコラム 構法 構造ダイアグラム ―家型フレームの斥力の分担／広々した基壇と細かく分節する上部構造――ディテール―

⑤近隣住民とともに軒下広場からキリコ祭りを眺める ⑥南側縁側スペースでは、住民が学校終わりの子供たちを迎え入れる④畑で菜園を楽しみ、住民同士で料理を分かち合うシェアキッチン

②神社の参道とつながるみちに縁側を設けることで、学童やライブラリーの居場所がみちに広がる①オープンラウンジでは、旧シルバー人材センターで行われていたフリーマーケットなどの催しができる ③北側前面の庇では、ブランチコラムを拠り所にして、出張朝市を迎えることができる
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単身者用住戸 (1/150)

住戸断面　Scale=1/100

ｸ ﾗ゙ｽｳｰﾙ t50 の上、合板 t12
: 軽量床衝撃音の低減

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ t15：
断熱、遮音性向上

二重床
: 重量床衝撃音の低減
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2 人用住戸 (1/150)

: 漆防水材
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階段室
RC 造
耐火構造

サブフレームのブランチコラム
（屋外部）は燃えしろを見込まない。

非常時に備えた計画 - 安心・安全な暮らしの為に - 法規・耐火

GB t12.5+12.5/ 断熱材 t15/CLT + 燃えしろ両面 CLT t60
遮音材 t15/CLT  + 燃えしろ両面 CLT t60
CLT / 燃えしろ片面 CLT t60
不燃性屋根葺き材 / 断熱材 t15/CLT+ 燃えしろ片面 CLT t30

［家型フレーム内部］構造 CLT+ 燃えしろ両面 CLTt60
［屋外］構造 CLT 現し

外壁
間仕切壁

床
屋根

ブランチ
コラム

住戸プラン・住戸断面図 - 遮音性能に配慮した計画 -

ブランチコラム 構法 構造ダイアグラム - 家型フレームの斥力の分担／広々した基壇と細かく分節する上部構造 -

-CLT を現しとするために／適材適所の計画 -

- ディテール -

シアキー
（木製ブロック）

脚部せん断金物
ドリフトピン留

シアキーでせん断力を
負担し金物使用量も
削減できる 角座金、

せん断金物
を用いた
引ボルト
引張接合

RC 立上り ,
木土台の上、
引張金物接合・
ドリフトピン留▼1FL

ボルト
結合

シアキー

M10 ボルト緊結
の上、ダボ埋め

CLT 3 層３プライ
（５軸加工機加工）

▼▶接合面ディテール ▼断面図 ▼1 階／上階のパネル接合詳細

▼家型フレーム柱脚部詳細

▼柱脚部ディテール ▼柱頭部ディテール

枝状ブランチで
スラブを支持する

45°切断加工された CLT パネル同士をボルトで結合する。接合面には
堀込を設け、木製ブロックをシアキーとして挿入し、せん断変形を抑
制する。柱頭部では枝葉のように部材（枝状ブランチ）を架けることで、
CLT フラットスラブ・CLT 屋根板を直接支持し、応力を伝達する。

周囲の街並みと馴染むように、CLT 大判で家型フレームを構成し、その
面外方向への斥力に対して、避難階段シャフトの RC フレームや庇部分
のブランチコラムが、バットレスとして応力を分担する構成としている。
また、1 階を共用スペースとして柱を少なくすることと、2,3 階に住戸を
まとめて、CLT 間仕切り壁で細かく分割することを両立させるために、　
2 階床 CLT スラブ厚を十分に確保し、曲げ剛性を高めることで、1 階と
独立して上階で耐力壁を形成する計画としている。

本建築物は 3 階建て共同住宅の 1時間準耐火建築物として設計
しており、意匠的に CLT の家型フレームが強調される外観とす
るために、燃えしろ設計による現しの部材構成としている。
また、サブフレーム部分のブランチコラムの断面寸法は、外気
に十分開放された屋外空間であることと、避難経路としては使
用せず、避難上重要である階段シャフトを安全側の耐火構造 (※)
とすることから、1時間準耐火の仕様適用外の扱いとしている。
屋根裏、スラブ底面現し部は準不燃クリア塗装を施す。

※高齢者の避難に配慮し、避難上重要な
　階段室を安全側の耐火構造としている。

縁側に囲われた
小上りの学童教室

居住者 / 地域住民が本を
持ち寄れるライブラリー

主に居住者が使える
まちのシェアキッチン

居住エリアの廊下は、
高齢者の避難に配慮して
動線が明快な直線廊下とした

住民の防犯性に配慮し、
エレベータホール、階段室、
オープンラウンジに
セキュリティを設ける

屋根葺き材一体型の
太陽光パネルを採用し、
建物内の電力供給を行う
２階屋上には蓄電池設備を設ける

診療サービス・
シルバー人材センター・
防災センターとしての機能も持つ

災害時には一時避難所として
使用できるラウンジ（RC 造）
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